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念頭操作-のなめらかな接続を重視した低学年の暗算指導
ワークシー トの活用を通して

戸 田 直 美 *

研究の要約

低学年の計算の指導では,輩節はできても暗算指導ができない児童がいるOそれは暗

算には,数の大きさの理解や十進位取り記数法の蕎味の理解などが前提となるからであ

る｡これらの理解が確実でないと,数を念頭で操作して暗策をすることはできない｡

教科二Lt･では,計算棒の操作という行動的な把握を通してことばや数で暗算の仕方を考

えるような指導がなされている0本研究では,計算棒の操作の後にワークシートを用い

て映像的な把握を重視し,暗算の仕方の理解を深めようと考えている｡このことによっ

て,計昇棒の操作から暗算という念頭操作に向けて,児屯にとってなめらかな指導の流

れができるのではないかと期待している｡更にこのように暗算の指導を充実させること

で,10進位取り記数法の理解も深まっていくものと思われるC
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ワークシートの工夫

1はじめに

低学年の暗算の指導では,大きさが把握

できなかったり繰り上がりや繰り下がりの

処理がうまくできなかったりするために,

指導の困難さを感じることがある｡

こうした指導の困難さを解決するために

本提案では,算数的活動をより一層充実さ

せることとした｡算数的活動活動には ｢理

解する活動｣｢考え鋭明する活動｣｢活用
する活軸｣などが位置付けられている｡本

提案では,｢理解する活動｣に焦点を当て
て実践を行った｡
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(1)低学年の暗算指導の内容

①第 1学年の内容

･1位数+l柾数 (繰り上がりなし)

･1位数十1位数 (繰り上がりあり)

･1位敬一1位数 (繰り下がりなし)

･1位敬一1位数 (繰り下がりあり)

(何十)± (何十)

･2位数十1位数 (繰り上がりなし)

･2位数-1位数 (繰り下がりなし)

②第2学年の内容

･2位数十1位数 (繰り上がりあり)

･2位敬一1位数 (練り下がりあり)

(2)つまずきやすい内容

①数の大きさの把握

2桁で表された数を見て計昇降で表現

することが閃難な児童が見られるOまたそ

逆の場合も見られるO

②繰り上がりや繰 り下がり
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1の位どうLをたしてできた 10の束の処

児や,10の位の10の束をくずしてひく

ことが念頭で操作 しにくい児虚が見られ

る｡

2低学年の暗算指導における課題

(1)教科書の扱い

教科苔には,次のような場面が記戚され

ている｡

1年生の (2位数)+(1位数)
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許棒を操作した後すぐに.計第の仕方をこ

とばや数で理解するようになっている｡

(2)課 居

計算棒を操作するだけで計顎の仕方を十

分に理解させることは困難と思われる｡2

年生の ｢たし第とひき算｣の蝉元終 ｣'後の

練習問題の達成率は,約 7寄りであった〉(H

24.10.12実施)

計罪棒を操作する活動と計第の仕方をこ

とばや数で表現する活動との間に,計罪の

仕Jyの即解を促す活動が必要である｡

3 低学年の暗算指導を充実させるために

(1)指革の理論的背景

アメリカの認知心雅学者ブルーナーU)蕊

知形成刑論 (IES原珊)によると,新た

に学習される内容は,行動的把梶に始まり

映保的把握の段階を経て記号的把握-と進

みFJl.解が内面化 していくとしているo

Lかし実際の指導場面では,必ず しも映

像的把梓の段階が盃祉されているとはいえ

ない｡教科JIも紙血の関係で,そのような

指導場面を扱うことが困難だからである｡

そこで具体物を操作して坪解 したことを

念頭操作に滑らかにつないでいくために,

映他的把握の段階を2段階設けて,次のよ

うな4段階による指導を提唱する｡

(2)4段階による指等

tステ_之プ_1ト - 行動的把握の段階
計算棒を用いて計許の仕方を理解する｡

1ステップ2ト - 映像的把握の段階1

(1) 17十 4≡ l

十のくらい 十のくらい

日I回ll冊i't-ii日用l l 圭

え棒で操作したことをワークシー トを活用

してLtくことによって,操作して理解した

ことをより確かにする｡
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④児童の反応

10人の児童のワークシートの活用の仕方

答えを求めるためだけにワークシー トを

活用して問題を解決した児虚 (3人)は,

児戯の実態 ((3)の②)のところで述べ

たA児,B児,C児であった｡
答えを求めたり答えを確かめたりするこ

とu)両方にワークシ- トを活用した児童

(3人 :D児,rT.児,F児)は,いずれも,

繰り上がりや繰り下がりがある6つの問題

の一部に,ワークシー トを活用しただけだ

った｡

ワークシートを活用した児童の活用の仕方

答えを求めるためにワークシートを活用

した問題は,⑥～⑩番に多く見られた｡

｢十の位｣どうしの引き節や繰り上がりや

繰り下がりのある計算では,念頭拙作が十

分でない児藍がいることが分かる｡

問 題 答えを求める 答えを椎か耳)る

(i);40+20 ⊥人 2人

㊨ ;70-30 1人 2人

③ …82+7 1人 2人

(17.29-4 1人 2人

⑤ :62+20 1人 2人

㊨ ;86-30 2人 2人

⑦ :43+7 2人 2人

⑧ :70-6 3人 2人

㊨ ;38+4 2人 2人

⑳ !52-8 4人 2人

実際の反応例

繰 り上がりがある場合

(9)38+4戟

十のくらい ~工 -3!'ql一

i
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④ワークシートの有効性の検討

2桁で表された数字を見て,数の大きさ

を把握 しにくい児童 (A児)や繰り上がり

や繰り下がりの念頭操作が十分でない児塵

(B児.C児)にとっては,このワークシ
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- トが,答えを求めるための有効な手段と

して働いた｡

答えを求めたり答えを確かめたりするこ

との両方にワークシ- トを活用 した児童

(3人 :D児,E児,F児)は,繰 り上が

りや繰り下がりのある問題の-部でワーク

シ- 卜を活用した｡これらの児恵は,おそ

らく念頭操作に自信が持てない部分がある

ものと思われる｡そのような児並にとって

も,このワークシ- 卜は,答えを確かめる

ための有効な手段として働いた｡

4 成果と今後の課題

ワークシー トの有効性の検討で述べたよ

うに,このワークシー トは,念頭操作が十

分でない児童にとって,答えを求めたり確

かめたりする ｢算数的な活動｣として有効

であったと言える｡このことは同時に,十

進位取り記数法の理解の内面化を促すこと

にもつながるものと思われる｡

今回の就みでは,ステップ3 について

の実践ができていない｡よって今後は,足

される数や引かれる数のみをワークシー ト

に記入 して数の大きさを確認し,計算の仕

方を言薬で表現させ,記号的把握に接続す

る部分の実践を試みたい｡

念頭操作の形成に時間がかかる児壷 (A

児)には,2年生の2学期になっても,1

年生の学習内容の暗節 (20+7)に敵国

ブロックを必要としていた｡ しかし他の児

丑の日を気にして,数図フロックを使うこ

とをためらうことが多かった｡このワーク

シー トなら,多数の児丑が使用するので,

心理的な抵抗なく歩数の学習に集中して取

り組むことができていた｡このように,学

習が遅れがちな児童が自信を持って生き生

きと学習に取り組むという視点からも,こ

のワークシー トのよさを検証することがで

きると感 じた｡
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